
､二､三

1 9年度会計別の予算額

会計別 冰ﾈ螽ｧ｢�前年度比 

一般会計 �3h壞�ﾃ���iﾈ冷�-4.3% 

特別会計 �3h壞Bﾃ�3Iiﾈ冷�7.9% 

国民健康保険事業特別会計 ��(壞Bﾃc�Yiﾈ冷�18.8% 

丁国民健康保険診療所事業特別会計 湯ﾃC等iﾈ冷�-1.9% 

老人保健特別会計 祷壞rﾃ#�)iﾈ冷�-0.4% 

寄簡易水道事業特別会計 迭ﾃ���iﾈ冷�57.4% 

下水道事業特別会計 滴壞2ﾃ�3�iﾈ冷�-2.5% 

介護保険事業特別会計 度壞"ﾃ#�iiﾈ冷�1.4% 

西平畑公園事業特別会計 �"ﾃ3#�iﾈ冷�-68.4% 

用地取得特別会計 ��壞ss�iﾈ冷�-皆増 

企業会計 ��壞rﾃss)iﾈ冷�-9.0% 

E上水道事業会計 ��壞rﾃss)iﾈ冷�-9.0% 

合計∵ 都H壞"ﾃs�iiﾈ冷�1.2% 

今
年
は
記
録
的
な
暖
冬
で
'
暖
か
く
過
ご
し
や
す
い
冬
と
な
り
ま
し
た
が
'
北
国
で
は
雪
が

少
な
く
､
夏
に
水
が
不
足
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
も
あ
る
よ
う
で
す
o
三
寒
四
温
を

繰
り
返
し
'
春
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
お
り
'
町
政
も
今
月
か
ら
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
｡

新
年
度
予
算
は
'
一
般
会
計
･
特
別
会
計
を
合
わ
せ
'
総
額
7
4
億
2
,
7
0
6
万
円
(
1
.
2

%
増
)
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
昨
年
度
は
庁
舎
建
設
事
業
に
関
連
し
た
旧
庁
舎
跡
地
の
整
備
工
事

や
耐
震
性
貯
水
槽
'
第
1
分
団
詰
所
な
ど
の
建
設
工
事
が
あ
り
ま
し
た
が
'
本
年
度
は
そ
れ
ら

が
終
了
し
ま
し
た
の
で
'
一
般
会
計
で
は
4
.
3
%
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

町
政
を
取
り
巻
く
経
済
情
勢
は
引
き
続
き
厳
し
く
'
税
制
改
正
な
ど
に
よ
り
町
税
の
伸
び
は

見
込
め
る
も
の
の
'
代
わ
り
に
地
方
交
付
税
や
地
方
特
例
交
付
金
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
'
厳
し
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
'
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
'
町
民
生
活
に
密
接
し
た
教
育
や

福
祉
事
業
を
中
心
に
予
算
を
配
分
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
'
経
費
節
減
の
た
め
'
各
事
業
内
容
を

見
直
し
､
職
員
で
で
き
る
も
の
は
職
員
で
行
う
こ
と
や
'
工
夫
に
よ
り
予
算
の
圧
縮
を
図
っ
て

い
ま
す
｡
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
'
現
在
進
め
て
い
ま
す
｢
松
田
町
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
｣

に
基
づ
き
'
さ
ら
な
る
経
費
の
削
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
｡

今
年
度
の
事
業
内
容
と
し
ま
し
て
は
､
総
合
計
画
2
1
の
実
施
計
画
に
基
づ
き
､
｢
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
｣
｢
地
域
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
｣
を
中
心
に
'
事
業
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
｡
｢
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
｣
で
は
､
ハ
ー
ド
事
業
が
ひ
と
段
落
し
ま
し
た
の
で
'

今
後
は
整
備
し
た
施
設
等
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
'
ま
た
へ
地
域
防
災
力
の
一
層
の

強
化
な
ど
を
重
点
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
｡
｢
地
域
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
｣
で

は
'
幼
稚
園
や
学
校
施
設
の
警
備
員
配
置
事
業
'
地
域
の
防
犯
組
織
へ
の
助
成
や
子
育
て
支
援

事
業
と
し
て
小
児
医
療
助
成
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
無
料
化
'
昨
年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
､
ま
た
'
昨
年
度
か
ら

の
継
続
事
業
で
'
生
活
基
盤
整
備
の
一
環
と
し
て
'
町
の
顔
で
あ
る
新
松
田
駅
南
口
駅
前
広
場

整
備
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
｡

今
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
下
､
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
｡
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No.502 (2)

(億円)　一般会計5か年の当初予算額の推移

15年度　　16年度　　17年度

了軍=fl　_

､'･ -:-/ 'J dl:一二;-　-　　･

･苧tr'/.I.患

･/ ､ :I;?Ll･-.‥

国･県からの負担金,補助金､委託金の

収入です｡総体的には､国庫支出金は増
を見込み､県支出金は減を見込みました｡

.:.:'dこ117J:'13.,,fい∴‥

2. 000/粥卜露i?LILl,)

児童手当の制度改正による拡充分及び

住民税の減税による町の減収を補てんす

るための交付金です｡ただし､減税によ

る交付金はその施策が終了したことによ

り経過措置分のみとなりましたので､大

幅な減額を見込みました｡

1-I-I

-　t'･).rJr･ -I-- ･･ ∴･ ･･.1

前年度に比べ､ -13.4%､ 3,440万円の

減となりました｡これは､役場庁舎前の

耐震性貯水槽､消防第1分団詰所建設に

伴う事業債と減税補てん僕の計上がなく
なったことや臨時財政対策債の減額を見

込んだことによるものです｡臨時財政対

策倭については､その性格上使途(使い道)

の特定はされていません｡

臨時財政対策債1億8,000万円(-13.9%)

土木債　　　　　4,220万円(+170.5%)

18年度　　19年度

総額36億円
3月8日から開催された町議会定例会で､平成19年度予算が可決されまし

たので､その概要についてお知らせします｡平成19年度の一般会計の予算は､

総額36億円で前年度に比べ4.3%の減となりました｡税制改正等により､町税

の増は見込めるものの､歳入全体を見ると､引き続き厳しい財政状況となって

います｡歳出面では､扶助費や公債費が増となっていることなどから徹底した

経費削減を反映した予算となっています｡

腰榊　5慮3,α伽｢-7毘2%)

国の政策や新型交付税導入など制度改正による影

響額などを勘案した結果､前年度比17.2%､ 1億

1,000万円の減となりました｡

3･6%　諸収入1.5%

盛宴腰o ｡蚕毛徴倉

.　-　　　　　二~　7 l-ク･.,Ll~- 1

国･県に納められた税金の一部が交付される収入
です｡

地方譲与税　　　　　　　4,100万円(-69.4%)

利子割交付金.　　　　　600万円(-33.3%)

地方消費税交付金　　1億2,500万円(+4.2% )

ゴルフ場利用税交付金　　6,400万円(-1.5% )

自動車取得税交付金　　　4,500万円(0.0%)

交通安全対策特別交付金　　300万円(-14.3%)

配当割交付金　　　　　　　600万円(+50.0%)

株式等譲渡所得割交付金　　700万円(+133.3%)

莞Il':_-:-;一　二一了宇-,I ∴一tT-:-_i-:;-i-

歳　入

､

′/,g`.伽.-　.:: ･

皆さんに､直接町に納めていただく税
金です｡三位一体の改革による税源移譲

や税制改正等の影響などにより町税全体
として前年度比10.4%の増となりました｡

個人町民税　　7億3,661万円(+20.1%)

法人町民税　1億2,471万円(+9.2%)

固定資産税　　7億9,063万円(+2.8%)

軽自動車税　　　1,622万円(+1.8%)

町たばこ税　　　　5,689万円(+13.4%) /

彪倉?動物(+4.5%)

@-=@Ete^　5,265Eq (+77%)

凝議.倉7慮甲　　｢-40.9%)

戯宅碑嘗7慮3, 7465g(-3. 7%)

使用料及び手数料　6,178万円(-5.9%)

分担金及び負担金　3,341万円(-0.9%)

財産収入　　　　　3,617万円(+0.1%)

寄附金　　　　　　　10万円(0.0%)

一般会計からの繰入金予算額

会　　計　　別

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険診療所事業特別会計

老人保健特別会計

下水道事業特別会計

介護保険事業特別会計

西平畑公園事業特別会計

用地取得特別会計

合　　　計

繰入金予算額

1億196万円

393万円

8,1 70万円

2億1,000万円

1億3.392万円

998万円

740万円

5億4,889万円

林
野
庁
跡
地
を
取
得
す
る
こ
と
に
伴
い
'
今
年

度
新
設
し
た
会
計
で
す
｡

地
域
住
民
へ
の
保
健
指
導
や
'
初
期
医
療
施
設

と
し
て
の
機
能
拡
充
と
診
療
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
｡ 医

療
技
術
の
高
度
化
や
高
齢
社
会
の
到
来
等
に

よ
り
'
医
療
費
や
介
護
納
付
が
増
加
し
て
い
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
新
年
度
も
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
｡
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
保
険
税
の
ほ
か
国
庫
支
出
金
'
県

支
出
金
へ
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
に
よ

り
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
｡

平
成
1
 
9
年
度
歳
入
予
算
は
'

税
源
移
譲
等
に
よ
る
町
税
の
伸

び
を
見
込
ん
だ
も
の
の
'
地
方

交
付
税
等
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
厳
し
い
見
通
し
と
な
っ
て
い

ま
す
｡こ

の
た
め
'
町
で
は
そ
れ
ら

を
補
う
た
め
に
臨
時
財
政
対
策

債
な
ど
の
町
倭
に
よ
る
収
入
を

見
込
み
'
歳
入
の
不
足
を
補
う

形
と
な
り
ま
し
た
｡

※
(
　
)
内
の
%
は
前
年
度
比

で
す
｡

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
は
､
一
般
会
計
と
は

会
計
を
区
分
L
t
特
定
の
事
業
を
特
定
の
収
入
(
保

険
税
(
料
)
や
使
用
料
な
ど
)
で
行
う
た
め
の
会
計

で
す
｡
平
成
1
 
9
年
度
､
新
た
に
用
地
取
得
特
別
会

計
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
､
特
別
会
計
は
8
つ
と

な
り
'
上
水
道
事
業
の
企
業
会
計
と
併
わ
せ
'
合

計
9
つ
の
会
計
を
一
般
会
計
と
は
別
に
設
置
し
て

い
ま
す
｡

ま
た
､
各
特
別
会
計
で
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入

の
他
'
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
見
込
ん
で
い

ま
す
(
左
表
を
参
照
)
｡
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教書曹
4窟7.74)ん,-.; ･ -9.i I.. ･

町民1人あたり　3万8,648円

《主な事業》

○学校警備員配置事業

幼･小･中学校に警備員を配置しますo

O適応指導教室事業

○国際理解教育振興事業

○学習支援者配置事業(寄小)

○介助貞配置事業(松小)

○コンピュータ管理事業　○図書購入事業

〇第-幼稚園トイレ改修事業

○寄幼稚園園舎屋根改修事業

○児童遊園地管理経費

○児童館管理経費

○情報通信技術講習推進事業

○ニュースポーツ普及事業

○町体育協会支援事業

○スポーツ振興普及事業

励声
267.296.万摺. ･ ..:.)

町民1人あたり1万7,238円

《主な事業》

○消防団運営事業　○消防水利整備事業

○自主防災会育成強化事業

○防災資機材等整備事業

○防災無線管理事業

土木穿
4tig56,伽｢-0.3%)

町民1人あたり　3万7,661円

《主な事業》

☆町道1 2号線道路舗装事業

○新松田駅南口駅前広場整備事業
○生活道路舗装補修事業

○町道舗装補修事業

○道路安全施設設置事業

○川音川パークゴルフ場管理経費

広報　iフfE'

I ･二･その僧

職物(+5.2%)
町民1人あたり　3万4,647円

議会責　　9,614万円(-6.9%)

公債費　3億504万円(+12.3%)

予備費　　2,684万円(-1 5.6%)

予備費0.7%　議会費2.7%

1･5%　農林水産業費

3.0%
`~　■~~　-- I-　■`~■　~~　-　~■■■　-　-' ~~　-　-　--　-　-　1-　~･.･. -　~~　■-　-　-　ヽ

fpT民1人あたりの予算額は､平成1 9年2月1
暮28日現在の住民基本台帳人口12,3549

L^で算出しています0　　　　,a

鹿告ぎ
3膚9,伽(+ 7.4%)

町民1人あたり　3万2,018円

《主な事業》

○老人保健事業　○母子保健事業

○児童相談事業

○結核健康診断事業　○予防接種事業

○防犯活動事業　○ごみ減量推進事業

○環境美化推進事業

○花とみどりいっぱい事業

○廃棄物収集運搬委託事業

○し尿処理委託事業

○後期高齢者広域医療

棚BぴJ蓉三芳
7慮6, 7乃短夜(-78.7%) 町民1人あたり1万3,096円

《主な事業》

☆遊歩道&桜マップ作成事業

○有害獣防除対策事業　○有害獣防護柵設置事業　○ふれあい農園施設管理経費

○遊歩道管理経費　○多目的集会施設管理経費　○みやま運動広場管理経費

○水源の森林づくり事業　○勤労者福祉事業　融資資金を金融機関に預託します｡

○商工振興対策事業　○町商工振興会運営費補助事業　○町観光協会補助事業

○観光宣伝事業

平成19年4月1日

戯務曹
磯7伽と-5.7%)

町民1人あたり　5万5,167円

《主な事業》
☆町制施行1 0 0周年記念事業

☆水源環境保全再生事業(町有林整備)
○各選挙経費(県知事及び県議会議員･参
議院議員･町議会議員選挙)

○総合行政ネットワーク事業
○住民情報管理経費
○住民基本台帳ネットワークシステム管理

経費　○町民との粋を深める広報事業
(広報まつだ･おしらせ号の発行)

○コスモス館管理経費
○収納対策事業　○姉妹町交流事業
○町民文化センター自主事業
○交通指導隊運営事業
○放置自転車対策事業　)

戯･:
.7鹿.･./4･J.二一　一　　∴

町民1人あたり　6万2,929円

《主な事業》

☆一時保育促進事業

○小児医療費助成事業(新規)
小学校就学前までに全額助成を拡大一

〇障害者自立支援給付等事業

○障害程度区分認定審査事業

○障害児者地域作業所運営事業/障害者地

域作業所｢すみれの家｣の運営を委託し
ます｡

○地域生活支援事業

○高齢者生きがい事業

○一般福祉施策事業/高齢者の方々に対す

る介護予防健診､移送､生きがいデイサ
ービス事業等を実施しますo

O緊急通報システム貸与事業

○子育て支援センター､ファミリー･サポ
ート事業

○ひとり親家庭等医療費助成事業

○学童保育運営事業　○保育所運営費

○延長保育促進事業　○児童手当給付事業

夢了

｢
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
｣
の
た
め
'
老
朽
化
し
た
配

水
管
の
布
設
替
工
事
等
を
実
施
し
ま
す
｡
そ
の
ほ
か
'
下
水
道
事

業
と
併
せ
た
配
水
管
の
整
備
を
行
い
ま
す
｡

平
成
5
年
の
開
園
以
来
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
'
県
内
は
も
と

よ
り
首
都
圏
各
地
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
｡
集
客
力
を

高
め
る
た
め
p
R
活
動
を
行
い
､
イ
ベ
ン
ト
等
実
施
し
ま
す
｡

歳
出
は
'
経
常
的
経
費
の
削
減
に
努
め
'
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
や

駐
車
場
の
管
理
委
託
な
ど
を
中
心
に
計
上
し
て
い
ま
す
｡
平
成
1
 
9

年
度
か
ら
'
施
設
の
管
理
運
営
方
法
を
見
直
し
た
こ
と
に
よ
り
､

大
幅
に
予
算
が
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

寄
地
区
の
介
護
保
険
施
設
の
新
設
に
伴
い
'
施
設
介
護
給
付
費

が
増
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

要
支
援
･
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
の
予
防
(
介
護
予
防
)
を

推
進
し
'
地
域
に
お
け
る
包
括
的
･
継
続
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機

能
を
強
化
し
た
事
業
を
実
施
し
ま
す
｡

生
活
環
境
の
向
上
と
河
川
環
境
の
保
全
に
向
け
昭
和
5
 
5
年
度

よ
り
公
共
下
水
道
事
業
計
画
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
｡

平
成
1
 
8
年
度
ま
で
の
公
共
下
水
道
の
整
備
率
は
､
全
体
計
画
面

積
の
8
 
6
.
5
%
､
接
続
率
は
'
8
 
7
.
2
%
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
今
年

度
か
ら
2
か
年
で
上
茶
屋
地
区
を
整
備
す
る
予
定
で
す
｡

平
成
1
 
9
年
度
一
般
会
計
歳
出

予
算
は
'
松
田
町
総
合
計
画
2
1

後
期
基
本
計
画
(
前
期
実
施
計

画
)
に
掲
げ
た
事
業
の
実
現
に

向
け
､
そ
の
優
先
度
を
勘
案
し

た
予
算
と
し
ま
し
た
｡
ま
た
'

新
た
に
用
地
取
得
特
別
会
計
を

設
置
し
'
一
般
会
計
を
は
じ
め

と
し
た
全
1
 
0
会
計
と
し
ま
し
た
｡

本
紙
で
は
一
般
会
計
で
実
施

予
定
の
事
業
の
う
ち
'
主
な
事

務
事
業
と
投
資
的
事
業
を
紹
介

し
ま
す
｡

☆
印
は
'
平
成
1
 
9
年
度
か
ら

新
規
に
行
う
事
業
で
す
｡

寄
地
区
の
簡
易
水
道
に
要
す
る
経
費
で
'
給
水
管
整
備
工
事
を

順
次
進
め
る
ほ
か
'
供
給
水
量
の
安
定
化
を
図
る
た
め
'
弥
勧
寺

第
2
水
源
さ
く
井
工
事
を
実
施
し
ま
す
｡

老
人
保
健
制
度
対
象
者
に
対
応
し
た
予
算
編
成
を
し
て
お
り
ま

す
｡
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知恵と工夫で｢行政のスリム化･効率化｣を

新年度予算にみる『闘◎指
町では､地方分権の推進､少子高齢化､住民ニーズの高度化･多様化といった社会経済情勢の変化に対応するため､昨年｢松田町

第三次行政改革大綱｣を策定し､実施計画(平成1 8年度～平成21年度)に基づいた行政改革を進めています｡それらを踏まえた

平成1 9年度予算での経費の削減に対する取り組みについてお知らせします｡　　　　【問合せ】企画財政課　℡83 - 1 222

<経費削減>

推進項目 ��ﾈ惠ｧ｢�○補助金圏見直し 

○物件費⑳削減 刳e種団体の補助金は､19年度予算編成時に補助 金審査会を開催し､審査基準を見直し､原則10%を 削減し､予算に反映しました○ 田yiﾈ冷�

･委託業務の見直し 既に委託している業務について､職員が自 ら行うなど委託の内容を見直し､経費の削減 を図りましたo(公園清掃委託､環境パトロ- 澱ﾃ���iﾈ冷�

○給等圏適監化 

18年度から職員の地域手当を10%から6%に変 更､管理職手当を10%削減すると共に､常勤の特別 �(ﾈ��iiﾈ冷�

ル事業委託､自治会配布物配達委託等) 剞Eの地域手当と期末手当も削減していますが､19 
･賃貸借料の見直し 賃貸借期間が満了となったもののうち使 用に支障のない事務機器などを再リースす ることにより､経費の削減を図りましたo 剩N度も引続き削減することとしました○ 

○繰出金⑳適正化 

西平畑公園事業特別会計では､施設の管理運営の �"ﾃccyiﾈ冷�

-.食糧費の見直し 食糧費が伴う事業を見直し､懇親会等を一 部廃止しました〇 ･交際費の見直し 過去の実績や支出先の見直しにより､議長､ 剳菇@を見直したことから､繰出金を33%削減しま したo下水道事業特別会計では､新たな起債による 財源措置がされたこともあり､15.3%削減しましたo 

○指定管理者制度⑳導A 

18年度9月頃から､地方自治法改正に伴う指定管 �#C�iﾈ冷�

町長､教育長の交際費を削減しましたo 剽搦ﾒ制度を､健康福祉センターや自然休養村管理セ 
･その他物件費 刄痘[一等へ導入したことにより､従.采の維持管理費 

光熱水嚢では､夏のノーネクタイや始業時 の一斉点灯､昼休み時の消灯などによる削減 の徹底により15.6%､消耗品費では､使用量 を抑制し､単価等を精査することにより23.6 %､修繕費では､最低限必要な費用を精査し 計上したことにより17.5%をそれぞれ削減 しました○ 凾ﾆ比べ経費の肖lj減を図りましたo 

○議会等行較改革 

議員定数の2名滅(10月より)及び期末手当の削減や 費用弁償を廃止したことにより議会嚢が削減されましたo ��ﾃ��iiﾈ冷�

農業委員と教育委員の費用弁償も廃止されました○ 鉄�iﾈ冷�

計 ��2ﾃscyiﾈ冷�

(麺(日'は敬牽Lhfi=.,

～-､､県知事･県議会議員選挙

松田町で投票できる方は､昭和6 2年4月9日以前に生まれ､町内に

住所を引き続き3か月以上有する方です｡投票日の4月8日は､各世帯

に郵送された投票所入場券(ハガキ)に記載されている投票所以外では

投票できませんので､間違いのないようにお願いします｡投票日に都令

のつかない方は､松田町役場で3月2 3日より期日前投票を行っていま

すので､ご利用ください｡神山･茶屋地区の方は､投票所が今回の選挙よ

り変更になっていますのでご注意ください｡

【問合せ】町選挙管理委員会(庶務課内)想8 3-1 22 1

<投票所一覧>

投票区 �YUｸ��投票区域(自治会) 

第1 �*ﾉzxﾏij��5x麌7ｨ�ｸ8ｲ�河内.中丸.中央.仲田.谷戸 

第2 傴ﾉ68抦ｧxﾕｨ彿.ｸ怦ｻ8��新松田.中沢.沢尻.谷津.宮前一 
かなん沢.中里.城山 

第3 傴ﾉ69*ﾉ�ﾈ支ｭ��店屋場.町屋.仲町屋 

第4 ���)&闔h�檍郢�ﾒ�神山.茶屋 

第5 乘顰�髯;hｭ��萱沼 

第6 弍�(hｧxﾕｨ夐>�暮:��｢�弥勤寺.中山.大寺宮地(宮地地区) 

第7 �i,9l�&闔h�檍郢�ﾒ�土佐原.宇津茂. 
大寺宮地(大寺地区) 

第8 �(��(ﾏij���虫沢田代 

第9 �9(,ﾉ�(髯;h5ｨ985��ｲ�湯の沢 

小児医療費助成制度がさらに拡充!

『歪速ま冠』から

r顔学校荒学刑責で｣に
町では､安心して子どもを生み育てられる環境づくりを推進しています｡

この4月からは､小学校就学前までのお子さん全員に対し､小児医療証

を発行します｡これにより､小学校就学前までのお子さんの医療費は町

が負担するため､支払いが免除されます｡家計の負担軽減､医療機関で

の支払いや役場での申請など利便性が向上します｡小児医療証の交付申

請については､おしらせ号をご覧ください｡

【問合せ】福祉課子育て支援係　℡8 3-1 226

小学校1年生～中学校3年生 

役場で申請(所得制限あり) 

年齢 ��ﾜ���抦ｧxﾕｨ��ｧy���抦髦�9|8�委�WB�

入院 

通院 忠�8蹴��

l

】　　　　　　　　　　T　　7

＼

お子さん �9|8ｴ�ｭh,ﾉ�ｸﾏｸ,唏抦髦�9|2���,hﾉ(ﾔ饐ｸﾊ���/�/�麌+X-ﾈ+v���9|9N�,ﾈ迚ZX*(,ﾘ*�.�-ﾈ+�/���①医療機関で医療費を支払い 領収書をもらいますo 

が医療機 刧A役場で領収書の提出および 

関にかか 剞¥請を行いますo 

つた場合 刧B後日､指定口座へ医療費が 振り込まれます○ 

※入院時食事代･検診･予防接種･初診料は助成対象外｡

平
成
1
 
9
年
度
予
算
で
は
'
行
政
改
革
を

踏
ま
え
'
通
常
の
事
務
執
行
経
費
の
う
ち
､

施
設
の
維
持
管
理
､
消
耗
品
費
や
印
刷
製
本

費
等
に
お
い
て
不
要
不
急
の
経
費
を
洗
い
出

す
と
共
に
'
創
意
工
夫
に
よ
る
経
費
の
削
減

に
努
め
る
よ
う
方
針
を
立
て
ま
し
た
｡
そ
の

結
果
､
左
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡

こ
の
ほ
か
､
行
政
改
革
の
一
環
で
あ
る
定

員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
'
1
 
6
年
度
か
ら

比
較
す
る
と
職
員
数
を
5
人
削
減
し
'
極
力

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
行
政

運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
｡

平
成
1
 
9
年
度
の
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ

て
は
'
実
施
計
画
に
基
づ
き
､
引
き
続
き
改

革
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
｡

※
左
記
表
中
の
成
果
額
に
つ
い
て
は
'
平
成

1
 
8
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
対
比
で
す
｡
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広がっています!地域の防犯活動③

現在町内には､安全･安心のまちづくりの一環として､地域パト

ロールや通学路安全確保活動等を実施し､子どもたちへの声かけな

どを行う自主防犯組織が5つあります｡その内の1団体である｢中

丸自主防犯組織｣の防犯活動について紹介します｡

【問合せ】庶務課防災防犯係　℡83-1 221

もが集える

地域福祉づくり講演･事例報告会

【問合せ】福祉課　℡83-1226

1講演･事例報告会には

大勢の方が詰めかけ､

地域活動への関心の高

さが伺えました｡

▲多くの男性が積極的に地域活動に参加しています｡

^
病
院
へ
続
く
交
通
量
の
多
い
通
学
路
で
､
立
し
ょ
う
を
行
う

中
丸
自
主
防
犯
組
織
の
メ
ン
バ
ー

｢
中
丸
自
主
防
犯
組
織
｣
は
､
住
民
自
ら
の
手
で
地
域

の
安
全
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
4
年
ほ
ど
前
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
｡
自
治
会
の
役
員
等
を
中
心
に
､
現
在
は
8

名
の
メ
ン
バ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
｡
活
動
中
の
メ
ン

バ
ー
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
｡

-
現
在
'
町
内
に
は
い
く
つ
か
の
自
主
防
犯
組
織
が
あ

り
､
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
､
中
丸
地
域
の
特
色
と
防
犯
活
動
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
｡

｢
中
丸
は
､
駅
や
病
院
に
隣
接
し
た
地
域
で
あ
る
た

め
'
通
勤
･
通
学
者
や
病
院
に
通
う
方
な
ど
人
通
り
や

交
通
量
が
多
い
｡
そ
の
た
め
'
通
学
中
の
子
ど
も
た
ち

や
自
転
車
と
車
の
接
触
と
い
っ
た
危
険
性
が
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
町
外
の
人
が
､
通
勤
途
中
'
道
路
に
ゴ
ミ
を
捨

て
て
い
く
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
｡
月

数
回
の
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
､
そ
う
い
っ
た
問
題
を

踏
ま
え
'
子
ど
も
た
ち
に
声
か
け
を
行
う
'
地
区
内
の

各
所
を
点
検
す
る
な
ど
し
な
が
ら
巡
回
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
年
末
警
戒
も
設
立
当
初
か
ら
継
続
し
て
い
ま
す
｡
｣

-
こ
れ
ま
で
活
動
さ
れ
て
き
た
中
で
'
嬉
し
か
っ
た
事

や
苦
労
し
た
事
は
あ
り
ま
す
か
?

｢
組
織
を
立
ち
上
げ
'
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く

ま
で
が
大
変
で
し
た
が
､
｢
自
主
防
犯
組
織
の
メ
ン
バ
ー

が
揃
い
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
､
街
頭
で
立
し
ょ
う
し

て
い
る
と
安
心
し
ま
す
｡
｣
と
い
っ
た
地
域
の
方
々
の

声
や
､
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
顔

見
知
り
に
な
り
､
声
を
か
け
合
う
と
い
っ
た
交
流
な
ど
'

自
分
た
ち
の
活
動
が
地
域
の
防
犯
や
交
流
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
と
'
や
は
り
嬉
し
い
で
す
し
､

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
｡
｣

-
今
後
の
活
動
へ
の
展
望
は
あ
り
ま
す
か
?

｢
私
た
ち
の
活
動
は
'
活
動
内
容
や
人
員
的
に
も
ま

だ
小
規
模
な
も
の
で
す
｡
安
全
な
地
域
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
は
､
地
域
の
皆
さ
ん
に
『
自
分
た
ち
の
住
む

地
域
を
'
自
分
た
ち
の
手
で
守
っ
て
い
こ
う
』
と
す
る

防
犯
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
､
活
動
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
｡

中
丸
地
区
に
住
む
方
で
､
私
た
ち
と
1
緒
に
防
犯
活

動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
｡

多
く
の
皆
さ
ん
の
目
が
あ
る
こ
と
で
'
地
域
の
安
全
が

よ
り
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
｡
活
動
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
｡
｣)

2
月
2
4
日
(
土
)
､
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
地

域
福
祉
づ
く
り
講
演
･
事
例
報
告
会
｢
『
地
域
の
茶

の
間
』
っ
て
な
ぁ
に
?
｣
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

町
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
'
｢
誰
も

が
地
域
の
中
で
生
き
生
き
と
'
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
｣
｢
災
害
時
の
み
な
ら
ず
'
日
ご
ろ
か

ら
助
け
支
え
あ
え
る
｣
小
地
域
福
祉
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
｡
平
成
1
 
6
年
か
ら
始
ま
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
が
地
域
に
戻

り
'
各
地
域
で
の
小
地
域
福
祉
活
動
も
活
発
に
な
っ

て
い
ま
す
｡
そ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
'
先
進
事

例
と
な
る
地
域
の
た
ま
り
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
河
田
珪
子
さ
ん
の
講
演
へ
町
内
で
小
地
域
福
祉

活
動
を
行
う
神
山
ふ
れ
あ
い
会
'
仲
町
屋
い
き
い

き
交
流
会
の
活
動
紹
介
を
含
め
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
｡
河
田
さ
ん
は
'
新

潟
県
で
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
'
地
域
の
誰
も
が

集
え
る
社
会
性
の
あ
る
茶
の
間
=
｢
地
域
の
茶
の

間
｣
活
動
を
始
め
ま
し
た
｡
人
と
話
し
'
つ
な
が

り
を
持
つ
こ
と
が
孤
独
を
解
消
し
'
そ
れ
が
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
介
護
予
防
に
結
び
つ
い
て
い
っ

た
こ
と
な
ど
'
実
際
の
活
動
を
通
じ
'
日
々
実
感

し
て
き
た
力
強
い
言
葉
は
､
講
演
を
聴
く
皆
さ
ん

の
心
に
強
く
響
い
た
様
子
で
､
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
｡

そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
'

(
財
)
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
木
原
勇
さ
ん
の
進

行
で
'
神
山
ふ
れ
あ
い
会
の
横
山
ミ
サ
ヲ
さ
ん
､

仲
町
屋
い
き
い
き
交
流
会
の
葛
山
秋
子
さ
ん
か
ら

町
内
で
の
活
動
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
｡
『
自

分
た
ち
の
出
来
る
こ
と
を
自
分
た
ち
の
手
で
』
と
'

地
域
力
を
上
手
に
活
用
し
て
い
る
仲
町
屋
､
無
理

せ
ず
楽
し
く
を
基
本
に
'
息
の
長
い
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
神
山
ふ
れ
あ
い
会
の
発
表
に

対
し
'
河
田
さ
ん
か
ら
は
｢
楽
し
ん
で
取
り
組
ん

で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
｡
参
加
す
る

人
証
を
も
受
身
に
し
な
い
'
お
客
様
に
し
な
い
で
'

み
ん
な
で
良
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る

姿
勢
が
､
活
動
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
秘

訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん
｡
｣
と
の
温
か
い
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

｢
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
で
も
た
ま
り
場
活
動

を
始
め
た
い
け
れ
ど
'
方
法
が
わ
か
ら
な
い
｣
'
｢
勇

気
が
な
く
て
'
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
｣
と
い
う

方
へ
ぜ
ひ
一
度
た
ま
り
場
活
動
を
見
学
し
て
み
ま

せ
ん
か
｡
お
問
合
せ
は
､
福
祉
課
ま
で
｡

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

　

@

町
内
各
地
域
で
も
､
小
地
域
福
祉
活
動
が
広
が
っ

て
い
ま
す
o
2
月
1
8
日
(
日
)
に
は
'
店
屋
場
自

治
会
で
地
域
住
民
の
交
流
会
を
兼
ね
た
｢
桜
ま
つ

り
｣
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
店
屋
場
自
治
会
で
は

社
会
見
学
会
'
地
区
の
運
動
会
へ
防
災
訓
練
'
地

域
清
掃
な
ど
を
通
じ
'
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
､
今
年
'
自
治
会
発
足

か
ら
川
年
目
を
迎
え
た
こ
と
'
当
時
の
役
員
に
よ
っ

て
公
民
館
前
に
植
樹
さ
れ
た
河
津
桜
が
見
ご
ろ
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
'
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
｡

手
作
り
の
お
汁

粉
'
温
か
な
と

ん
汁
な
ど
が
振

舞
わ
れ
､
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
勢
の

皆
さ
ん
が
集
ま
り
'
親
睦
を
深
め
て
い
ま

し
た
｡
今
は
へ
4
月
か
ら
た
ま
り
場
活
動

を
始
め
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
o

こ
の
よ
う
な
日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
交

流
が
､
も
し
も
の
災
害
時
等
'
助
け
合
い

の
基
盤
と
な
り
ま
す
｡
あ
な
た
の
地
域
で

も
'
気
軽
に
身
近
な
場
か
ら
､
交
流
や
助

け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
｡
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支援法
担軽減

障害のある方が､自立した生活をおくれる地域社会の実現を目指すことを目的として施行された｢障害者自立支

援法｣制度について､昨年の広報2､ 9月号でお知らせしましたが､平成19年4月からサービスを利用する時の

｢利用者負担額｣のさらなる軽減策が実施されますので､その内容についてお知らせします｡

【問合せ】福祉課福祉推進係　℡83-1226

◇適所サービス､訪問サービス等､在宅でサービスを利用されている
方の負担上限月額の引き下げ【国制度】表①

∴:ゝ∧' 迄x�謦ﾈ肺ｫ��止醸薫額予 
区丹野..: 侏ｸﾝﾒ�19年4月から 

市町村民税 課税世帯 倡9*ﾉ�ｩj��X�;險B���iﾈ苓決�2�37,200円 �3rﾃ#��冷�

市町村民税所得割 10万円未満 �3rﾃ#��冷�9,300円 *但し資産要件に該当し ない場合は､37,200円 

市町村民税 非課税世帯 �.��;�"�24,600円 澱ﾃ�S�冷�ｩ$�+X��蝎whﾈ�,丼�9h+R�,�*(�ｨﾘx,ﾚC#Bﾃc��冷�

低所得1 ��Rﾃ���冷�3750円 *但し資産要件に該当し ない場合は､15,000円 

生活保護世帯 凵Z円 ��冷�

* ｢資産要件｣

･世帯の預貯金が5 00万円以下(家族と同居の方は1 0 00万円以下)

･本人及び家族の居住する土地家屋等以外の不動産を所有していない

* ｢月ごとの利用者負担の上限設置｣

定率負担は､所得に応じて上記表のとおりの5区分の月額上限額が設定され､ひと月に利用

したサービス量にかかわらず､それ以上の負担は生じません｡

◇施設入所､グループホーム､ケアホーム等を利用されている方に
対する軽減】表②

ゝンV,:/-㌔ ��ｨ�)Y2�中内藩直 
雄陸ミ鰍. 侏ｸﾝﾒ�19年4月から 

個別減免の 資産要件緩和 况�)仞�3S�iﾈ苓決屬�預貯金500万円以下 

工賃控除の拡大 凭����･�ｮ��)D霎�(ｸ��例)障害基礎年金2級 
就労収入24,000円(月) 做�┴�?ﾃ#B����冷鮎r��
･定率負担〇円 唳.越iX�%8�ｨ冷�

･食費等実費負担12,000円 唳�丑�9們�N��%3�冷�

入所施設の 竸)�ｸｸｹWHｧｨ,ﾈ�8ﾌ��補足給付額の上限 

補足給付額の拡大 �3bﾃ���冷�58,000円 

* ｢個別減免｣

上記のとおり､入所施設(20歳以上)やグループホーム等を利用されている方は､預貯金が
一定額以下であれば定率負担の｢個別減免｣が行われます｡

* ｢補足給付｣

入所施設(20歳以上)やグループホーム等を利用されている方のうち､低所得者に一定額が

手元に残るように､食費や光熱水費について給付(軽減)を行います｡

及び土地･家屋価格等の縦覧

◇適所サービスの食費負担の軽減
対象範囲の拡大

･食費軽減の対象年齢を就学前の児童から､就

学後(～18歳)までに拡大します｡
･食費軽減の対象世帯を市町村民税所得割10万

円未満の世帯まで拡大します｡

◇社会福祉法人軽減制度の廃止
今回の利用者負担の見直しにより､社会福祉

法人軽減制度は廃止されますoこのため､ 3月

まで同制度により軽減を受けている方は､新し

い利用者負担の認定(負担能力に応じた軽減措置)

を受けることになります｡

●　㊨　●　鹿　辞　書　●　○　○　●　○　●　●　●　○　●　●　●　qI

寄テニスコート

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@*@@@@@@@@@@@@@@@@@@ee@*@@@@@@@@@@@@@*@@@

頗固定資産課税台帳の閲覧董ご利用ください
_"_-_　　@　_　=　_ J-　-　-　-

@

@

@

@

納税義務者の方が､自己の資産について確認できるように台帳の閲覧　霊

を､また他の土地や家屋と比較して適正であるかどうかを判断できるよ　⑳

L人　~.*　t^

ぅに､帳簿の縦覧を行うことができますo　　　　　　　　　　芸　所在地松田町等4116番地

期間4月2日(月)～5月31日(木)※ただし､土･日･祝日は除くo蓋1].蒜占芸孟完詰孟㌔曜日

時　間　8:30-17:15　　　　　　　　　　　　　　静　　　(ただし､祝日の場合はその

場　所　役場2階　税務課窓口　　　　　　　　　　　　　　　　歯　　　　翌日)

費　用　無　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霊　年末年始(12月28日～1月3日)

備　考　○身分が確認できる書類等の提示をお願いすることがあります　⑳　利用時間　9:00-17:00
@　　.一.･ .･.∩ ...J

使用料　1両1時間　1,050円ので､ご了承ください｡

○縦覧には印鑑が必要となりますので､忘れずにご持参くださ

い｡

【問合せ】　税務課資産税係　℡83-1224

瀞　　　　　　※町内在住､在勤者は半額｡

霊　申込先寄自然休養村管理センター
◎　　　　　　(9:00-17:00)

癒　　　　　　　℡89-2960

▼地域の皆さん､町職員の手で整備された寄町

営テニスコートが､ 4月1日(日)から供用開

始となりました｡身体を動かすのに良い､暖か

な季節となりました｡ぜひ皆さんでご利用くだ

さい｡
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｢医療保険制度｣

1新たな高齢者医療制度の創設

7 5歳以上の後期高齢者については､独立した

医療制度になります｡本年1月に県知事の許可を

受け､神奈川県内市町村による広域連合ができ､

平成2 0年度スタートへ向け､準備を進めています.

このことについては､下記の｢後期高齢者医療制度｣

をご覧ください｡

6 5歳から7 4歳の前期高齢者については､退

職者が国民健康保険に大量に加入し､保険間で医

療費の負担に不均衡が生じていることから､調整

する制度ができます｡

■ 70歳から74歳の方の患者負担の引き上げ

医療機関等で支払う自己負担割合が､ 1割から

2割に変わります｡現役並み所得者の方は､今ま

でと同じ3割です｡

』乳幼児の患者負担軽減措置対象が拡大

2割負担の対象年齢が､ 3歳未満から義務教育

就学前までに変わります｡

改正の概要
■高額医療･高額介護合算制度の創設

医療保険､介護保険の両給付を受けることにより､

自己負担額が著しく高額になる場合に､医療･介

護を通じた限度額を適用します｡

■ 65歳以上年金受給者からの保険料の特別徴収

介護保険･国民健康保険(前期高齢者) ･後期高

齢者医療の保険料(撹)が､年金から天引きにな

ります｡

』各保険者に､加入者を対象とする内臓脂肪症候

群(メタポリツクシンドローム)に着目した健康

診萱､保健指導実施の義務付け

健康保険､各種共済､国民健康保険などの保険

者が､それぞれに特定健康診査､特定保健指導を

実施します｡

制度改革の詳細は､広報などで随時お知らせし

ます｡今後も医療制度を維持していくために､皆

さんのご理解とご協力をお願いします｡

＼二　､　･一一ノ

■後期高齢者医療広域連合による運営
･平成2 0年4月から始まる新しい医療制度､後期高齢者医療制度を

運営する特別地方公共団体が､後期高齢者医療広域連合になります｡ (市

町村等からの派遣職員等で事務を行います｡)
･各都道府県単位で運営し､全ての市町村が加入します｡

■老人保健から後期高齢者医療制度へ変更
･平成2 0年4月から現在の老人保健制度が後期高齢者医療制度へ変

わるため､ 7 5歳以上の高齢者等の方は､この後期高齢者医療制度で

医療を受けることになります｡
･後期高齢者医療制度への加入後は､今まで加入されていた市町村の

国民健康保険や､お勤め先の健康保険等の被保険者ではなくなります0

※医療機関で医療を受けるときには､広域連合が交付する被保険者証

を提示します｡

■ 75歳以上の高齢者等の方が被保険者です
･被保険者となる方は､

☆7 5歳以上の方　☆6 5歳以上7 5歳未満で､一定程度の障害のあ

る方です｡

※一定程度の障害のある方は､広域連合の認定を受けた方ですo (認

定基準は､現行の老人保健制度と同様｡)

『医療機関で医療を受けたとき
･広域連合で交付する被保険者証を提示してください｡療養の給付を

受けることができますので､医療機関での本人負担は1割(現役並所

得者は3割)となります｡
･広域連合ではその他の給付として､入院時食事療養費､入院時生活

療養費､保険外併用療養費､療養費､訪問看護療養費､移送費､高額痩

養費､高額介護合算療養費の給付を行います｡

■保険料の納付
･保険料は被保険者単位で算定します｡

･被保険者は､保険料を普通徴収または､特別徴収(年金からの天引き)

の方法によって納めることになります｡

※保険料は応益割額(定額分)と応能割額(所得比例分)の合計とな

ります｡

※応益割額とは､被保険者一人ひとりに均等に負担していただく額で

す｡また､応能割額とは､被保険者の算定対象所得(総所得金額一基

礎控除)に保険料率を乗じて得た額です｡

※保険料率､賦課限度額は国で定める算定基準に基づき､広域連合が

条例で定めることになります｡

*神奈川県後期高齢者医療広域連合のホームページでもご覧になれ

ます｡

UFiL http://www･kouiki-rengou-kanagawa･jP/

健康保険法等の改正により､この4月から70歳未満の方も入院等に

ついては､高額療養費が現物給付となり､窓口での支払いは高額療養費

分を引いた自己負担限度額となります｡

この制度を利用するためには､各保険者が交付する｢限度額適用認定証｣

を医療機関に提示する必要があり､ ｢限度額適用認定証｣の交付を受ける

ためには申請が必要となりますので､国民健康保険に加入されている方

は町に､健康保険組合や共済組合等に加入している方は各保険者にご相

談ください｡ (ただし､通院の方は従来どおりですのでご注意ください｡)
-平成1 9年4月1日から使用する認定証の有効期限は､原則として平

成19年7月31日までとなります｡この場合､平成19年8月1日以

降に再度申請が必要となります｡ (発行期日は､申請のあった日の属する

月の初日となります｡)

国民健康保険に加入されている方で､保険証に未納期間のある場合は､

この認定証の発行はできませんので､期日内の納税をよろしくお願いし

ます｡

<高額療養費の現物給付化の対象となる療養>

①入院療養

②入院以外の療養で､一つの医療機関による総合的かつ計画的な医学的

管理下における療養として､厚生労働大臣が定めるもの

自己負担限度額(月額)

所得区分 �4ｸｦﾘｾiZ｢�｣��自己負担限軍勢(月額､3回目ま至) ��ﾙ�H･�9b�ｺﾘﾙ�齪潔)�8ﾂ�

上位所得世帯 ���150,000円+(医療費-500,000円)×1% 塔2紊��冷�

一般世帯 �"�80,lO0円+(医療責-267.000円)×lO/o 鼎BﾃC��冷�

市町村民税非課税世帯 �2�35,400円 �#Bﾃc��冷�

* 1 ｢限度額適用･標準負担額減額認定証｣に表示される適用区分です｡

* 2　過去12か月の間に一つの世帯で高額療養費の支給が4回以上あった場合､

多数該当の適用となります.
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鳥獣害から地域を守る活動を!
～猟友会松田･寄支部活動【問合せ】環境経済課℡83-1228

､､二二二//

をお伝えするこのコーナー｡今回は､町や地

域と子どもたちの取り組みについておしらせ

します｡

【問合せ】企画財政課　℡83-1222

優結参場用

勝果加所員

3

位

図書館
だより

頒塵華烹筆㌶
開　館　時　間　9:30-17:00

休　　館　　日　毎週月曜日､27日

おはな　し会　3日､ 10日､ 17日の火曜日

15:30-16:00､子どもコーナー

寄出張所図書館　月～金曜日13:30-16:00

造型を墜妻誉
一　般　書

｢ラスト･イニング｣　　　　　　　あさのあつこ

｢空と海のであう場所｣　　　　　　　小手鞠るい

有川　浩

野村　進

ン･トルド-

貫井徳郎

桜庭-樹

周防正行

池井戸潤

美保裕一

｢図書館危機｣

｢千年､働いてきました｣

一老舗企業大国ニッポン

｢病気にならない人は知っている｣ケヴィ

｢ミハスの落日｣

｢赤朽葉家の伝説｣

｢それでもボクはやっていない～日本の刑事裁判問題あり! ｣

｢空とぶタイヤ｣

｢最愛｣

日野原重明

羽鳥　操

P.B.カー

定登塾垂葦褒誉

｢夢を与える｣綿矢りさ　著

別れるはずだった両親から生

まれた夕子はチャイルドモデル､

芸能界とテレビの中で生きてき

たが､ある出来事からブL,イク

した｡少女の心と体に流れる18

年間の物語｡

児　童　書

｢十歳のきみへ｣

｢身体感覚をひらく｣

｢ランプの精｣ 3

主遡蚕≡
｢マンハッタンの魔女｣

サラ･ムリノフスキ著作

マンハッタンに住むレイチエ

ルほあるE]ママと妹が魔女だと

知った｡パパの再婚と学校のセ

しブグループ入りの夢｡フツー

の女の子の夢実現に魔法は効く

のか｡

*以上は今月の新着1 0 0冊の抜粋です｡今回は年

度初めのため数が大変少なくなっています｡展示､

予約は6日から､貸出は14日からです｡

*リサイクル棚に出る雑誌､今月はアサヒカメラ､

いい旅みつけた､ウイズ､鬼が島通信です｡

7日と21日に半分ずつ出します｡ 1人3冊までと

させていただきます｡
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西平畑公園の催し物語晶昌も蕊L6.t273=oR.

ハーブ館工房

①ドライフラワー教室:フラウーロープ　開催時間　各教室共10時～
(休舘臥各教室開催日を除く毎日)

白木のフレームに､リボンとドライフラワーをブー

ケのようにアレンジします｡

費用　3,700円(税込)

②アロマ教室:ハンガリーウオー類- (14､一17､24日)

費用　2,500円(税込)

③ラタン教室:ガーデニング用つるかご(88)

費用　3,500円(税込)

④陶芸教室:キッチンハーブ用フラワーポット(7､10日)

費用　3,500円(税込)

自　然　館※休館日2､9､10､16､17､23日　　野･執X82-7345

催　し　物

◆第1回　生き物講座
9:30-ll:30

松田山の野草を観察し､食材になる野草を料理し
食べてみよう｡

会場　松田山､自然館実習室

講師　渡辺　建雄　先生

対象　小･中学生､一般

申込み　4月25日(水)まで､自然館(℡82-7345)へ

参加者氏名･人数･電話番号をお知らせください｡

○西平畑公園の自然　～コブシとハクモクレンの違い～

この季節に見られるコブシ､ハクモクレンは､モクレンの仲間で

良く似ています｡自然館の樹木園でも､少し離れて観察すると区別
しにくいほどです｡花のつくりを見ると分かりますが､花弁と等(ガ

ク)が区別しにくい物がモクレンです｡

暖かな春､ぜひ皆さんも樹木園に足を運んでみてください｡

催　し　物

第1 63回たぐらが劇場｢花めぐり｣

◆よもぎだんごづくり　材料費:50円

◆紙芝居､わらべ歌､手あそび歌
*入場自由　　出演:小揮　進さん

らくらくクッキング

｢かしわもちづくり｣材料費:100円

指導:小揮　敬子さん

文化講座　子どもの舘あしがら塾

｢たかが手拭い　されど手拭い｣

講師:竹内　清さん

手づくり週間(4/29､30､5/3､4､6)

｢泥だんご作り｣材料費:50円

※雨天時は､館内での牛乳パック工作に変更となりますo

おり紙
｢こいのぼり､かぶと｣材料費:50円

☆展示コーナー
･松田町のスケッチ　宍戸忠夫さん

･おり紙｢一枚折りの恐竜たち｣　作:小津　進さん

･ ｢風呂敷の包み方･活用法｣　協力:塩練　雪子さん

町民文化センター大ホール催し物
曜l ���2�し �ｩZやﾒ�順襲休場籾 

3月9日現在

恐83-702 1

主催者等

15 冉��フロンティアブラス ��3｣3��無料 �7H8ﾘ986X4(4�7X8�5��
アンサンブルコンサート 剴�Cc2ﾓ�"ﾓ���b�

l 金 比┷ﾏh､ｩMI�r�17:40 ��ﾈﾙ��r�

｢ふるさと自慢うた自慢｣公開録音 

企画財政課
83-1222

※内容･入場券等は､主催者に直接お問い合わせください｡

※主催者の都合により､内容が変更される場合がありますのでご了承ください｡なお､

来館には公共交通機関をご利用ください｡

※今月の休館日は､ 2､ 9､ 16､ 23､ 30日です｡

No.502 (10)

相談('は受付時間'週

法　　　律

5日(木)､5月14日(月)

9 :15-ll:15町役場会議室

<事前予約制>※先着6名まで

【問合せ】庶務課　℡83-1221

人権･行政
◆1 3日(金) 10:00-ll:30

町民文化センター第2学習室

保健(時間は鮒時間) ▼

･すくすく育児相談

3日(火) 9:30- 10:30

保健センター
･ママパパクラス

6日(金)13:15- 13:30

山北町健康福祉センター
･ 3-4か月児健康診査､ BCG接種

1 1日(水)13:00-13:20

保健センター
･ポリオ予防接種(集団接種)

1 6日(月)13:30-13:40

寄国民健康保険診療所
1 8日(水)13:00-13:20

保健センター
2 6日(木)13:00-13:20

保健センター
･献血

4月2 3日(月)13:30-15:30

J R松田駅前
･ 2歳児歯科健診

2 7日(金)13:00-13:20

保健センター

納税　　　･

国民健康保険税(随時2期)
5月1日(火)

【問合せ】

国保係　　　　℡83-1225

※税金等のお支払いは､便利な
口座振替をご利用くださいo

13月i i Ej (日)､健康福祉センターで

｢福祉あったかフェスタ2007｣が行わ

れました｡社会福祉協議会の設立から

20年目を迎え､功労者の方々の表彰や

福祉団体の活動紹介などが行われ､福祉

に親しみ､理解を深めたl日となりましたD

大田と世帯

3月1日現在( )内は前月比

人　口　12,087人(-19)

男　　　5,950人(-7)

女　　　6,137人(-12)

世　帯　4,471世帯(+2)

戸籍の窓L

2月16日から3月15日まで受け付けた方

※掲載承諾者のみ(敬称略)

お誕生おめでとう

赤ちゃん　保護者
りょう　と

お悔やみ申し上げます

-雄琴蟻韓当番 � 

日 仂h�)kﾂ�電話 

1-4 �ｨﾄi�(ﾔ洩�5��恐34-2511 

5-ll �ｸ��$ｨｬxﾔ��℡89-2528 

12--18 �ｹTﾘ夊ⅹ5��℡83-0100 

19-25 �ｸ鉑69�ﾙOXﾔ鮎b�℡82-0609 

26--30 �ｸ��棠�ﾙOXﾔ鮎b�℡82-4991 

｡編集･発行　松田町企画財政課　〒258-8585松田町松田惣嶺2037番地　℡83-1222　町HPアドレスhttp://town.matsudaJkanagawa.jp/
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